
船舶事故等調査報告書 

平成２２年６月２４日 

                             運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２００９横第７８号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２１年４月４日 １３時００分ごろ 

発生場所 東京都大島元町港突堤灯台から真方位２６５°７海里（Ｍ）付近 

（概位 北緯３４°４４.５６２′ 東経１３９°１２.５１９′） 

事故等調査の経過  平成２１年４月５日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事務

所）を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 貨物船 泉
せん

隆
りゅう

丸、４９８トン 

   １４０３２６、泉汽船株式会社 

Ｂ 遊漁船 森
もり

竜
りゅう

丸、１６トン 

   ２１０－３９３１８静岡、個人所有 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長、四級海技士（航海） 

  次席二等航海士、四級海技士（航海） 

Ｂ 船長、一級小型船舶操縦士   

 死傷者等 Ａ なし 

Ｂ なし 

 損傷 Ａ 左舷中央部外板に塗料剥離を伴う擦過傷 

Ｂ 船首部破損 

 事故等の経過 Ａ船は、船長Ａ及び次席二等航海士Ａほか３人が乗り組み、次席二等航

海士Ａが針路約２３５°速力約１１.０ノットとして自動操舵で船橋当直

中、左舷前方にＢ船を含む複数の小型船を認めたが、Ｂ船の前方を航行し

ていた小型船数隻が避航したので、Ｂ船も避航するものと思い、そのまま

航行した。 

Ｂ船は、船長が１人で乗り組み、釣客５人を乗せて、東京都利島から静

岡県網代港に向け、針路約３４５°速力約１６.０ノットとして自動操舵で

帰航中、船長Ｂが居眠りに陥った。 

Ａ船及びＢ船は、平成２１年４月４日１３時００分ごろ、大島西方沖に

おいて、Ａ船左舷中央部とＢ船船首部が衝突したものの、両船とも航行に

支障はなかった。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南南西、風速 約５m/s、視程 約６Ｍ 

海象：波高 約１ｍ 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

なし 

Ａ船は南西進中、Ｂ船は北北西進中、大島西方

沖において、衝突したものと考えられる。 

Ａ船は、左舷前方から接近してきたＢ船が避航

するものと思い込み、適切な見張りを行わなかっ

た可能性があると考えられる。 



 

Ｂ船は、船長が居眠りに陥っていた可能性があ

ると考えられる。 

原因  本事故は、大島西方沖において、Ａ船が南西進中、Ｂ船が北北西進中、

船長Ａが適切な見張りを行わず、また、船長Ｂが居眠りに陥ったため、両

船が衝突したことにより発生した可能性があると考えられる。 

 




